







































２ Levitt（1969）, pp. 1‒2.
３ Levitt（1969）, p. 5. カッコ内は筆者。
４ Levitt（1969）, p. 5.
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７ Clark, K. B., and T. Fujimoto（1991），訳書，60ページ。
８ 嶋口（1994），118ページ。
９ 本節は全面的に Kotler（1980）, p. 340（訳書，394ページ）に依拠している。
煩を避けるため，細かな注記は省略した。
















































































































































































































































































24 本節は全面的に Levitt（1969）, pp. 8‒27（訳書，13～41ページ）に依拠して
いる。煩を避けるため，細かな注記は省略した。

















































































































































28 Kotler and Armstrong（2006）, pp. 232‒234.

















































































































































35 Levitt（1960）, pp. 45‒46，訳書，53～54ページ。
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，市場にとってどんな便益があるのか
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の議論と，その
製品はどういう便益から構成されているのか
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